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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
の
本
会
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協

力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
で
進
行
す
る
急
速
な
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
、
労
働
力
不
足
な
ど
急

激
な
環
境
変
化
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
等
に

よ
る
防
災
・
減
災
対
策
に
対
応
す
る
た
め
、

わ
れ
わ
れ
町
村
は
、
自
主
的
・
自
立
的
に
地

域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
施
策
を

展
開
し
、
豊
か
で
安
心
・
安
全
な
住
民
生
活

と
個
性
溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に
邁
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
会
は
、
こ
れ
ま
で
町
村

が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
要
請
活
動
等
を
通
し
、
町
村
の
声
を

訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
は
、
本
会
と
県
、
県
市
長
会

の
合
同
に
よ
り
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

地
方
創
生
の
推
進
や
地
方
財
政
基
盤
の
充

実
・
強
化
な
ど
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、
町

村
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財

源
総
額
を
確
保
す
る
た
め
の
地
方
財
政
対
策

に
関
す
る
要
望
を
行
い
、
自
由
民
主
党
並
び

に
関
係
省
庁
に
対
し
重
点
施
策
の
要
請
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
市
町
村
長
会
議
で
は
本

会
か
ら
県
に
対
し
、
町
村
の
課
題
等
を
提
言

し
た
ほ
か
、
十
月
に
は
原
子
力
施
設
立
地
振

興
対
策
事
業
助
成
金
の
継
続
を
要
望
す
る
な

ど
、
適
時
適
切
な
要
請
活
動
等
を
実
施
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
路
、
海
路
、
空
路
の
交
通
網
を

組
み
合
わ
せ
た
立
体
観
光
の
推
進
や
、
町
村

が
持
つ
豊
か
な
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
特
産

品
等
多
彩
な
魅
力
の
活
用
に
よ
る
交
流
人
口
、

観
光
客
の
増
大
等
を
図
る
た
め
、
本
会
で
は

町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
県
市
町
村

振
興
協
会
の
支
援
を
得
て
、
町
村
の
魅
力
発

信
事
業
へ
の
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
首
都
圏
に
向
け
た
広
域
的
な
情

報
発
信
と
し
て
、
県
内
三
十
町
村
の
食
や
魅

力
を
掲
載
し
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
「
青
森
30
町

 

新
春
に
あ
た
り

　
　

青
森
県
町
村
会
長　

関　
　
　

和　

典

あけましておめでとうございます
青　
森　
県　
町　
村　
会

会　
　

長　

関　
　
　

和　

典

副 

会 

長　

浜　

谷　

豊　

美

同 　
　

吉　

田　
　
　

満

理　
　

事　

久　

慈　

修　

一

同 　
　

成　

田　
　
　

誠

同 　
　

山　

田　

年　

伸

同 　
　

中　

谷　

純　

逸

同 　
　

金　

澤　

満　

春

同 　
　

三　

浦　

正　

名
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村
ま
る
ご
と
特
集
」
を
制
作
し
首
都
圏
で
配

布
し
た
ほ
か
、
東
京
・
神
楽
坂
の
北
の
プ
レ

ミ
ア
ム
フ
ー
ド
館
に
お
い
て
九
月
二
十
九
日

か
ら
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
七
十
九
日
間
に

わ
た
り
、「
青
森
ま
ち
・
む
ら
ま
る
っ
と
！

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
各
町
村

の
特
産
品
を
展
示
・
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
本
県
町
村
の
振
興
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
村
が
様
々
な
施
策
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
地
方
の

自
主
財
源
を
拡
充
し
、
町
村
の
財
政
基
盤
を

強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
政
府
予
算
案
に
お
け
る

地
方
財
政
対
策
で
は
、
一
般
財
源
総
額
は
前

年
度
を
上
回
る
六
十
二
兆
七
千
億
円
が
確
保

さ
れ
、
地
方
交
付
税
総
額
は
七
年
ぶ
り
に
増

加
と
な
る
対
前
年
度
比
千
七
百
億
円
増
の

十
六
兆
千
八
百
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
財
政

力
の
弱
い
町
村
に
と
っ
て
、
地
方
交
付
税
は

生
命
線
と
も
い
う
べ
き
極
め
て
重
要
な
財
源

で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
に
対
し
て
は
今
後
も
、

地
方
交
付
税
総
額
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財

源
総
額
を
確
実
に
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
強

く
求
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
の
活
性

化
に
向
け
、
地
方
創
生
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
我
々
町
村

長
が
地
域
の
最
前
線
で
懸
命
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
国
に
対
し
積
極
的
な
支
援
を
求
め

て
参
り
ま
す
。

　

農
山
漁
村
に
人
々
が
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
土
や
景
観
、
文
化
や
風
土
な

ど
が
維
持
さ
れ
、
都
市
と
農
山
漁
村
が
共
生

す
る
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能

な
活
力
あ
る
地
域
を
維
持
す
る
た
め
に
も
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
に
対
応
し
、
農
林
漁
業
と
農
山
漁
村

が
と
も
に
繁
栄
す
る
た
め
、
安
全
・
安
心
で

優
れ
た
本
県
の
農
林
水
産
品
の
販
路
拡
大
を

図
り
、
農
林
漁
業
者
が
将
来
に
わ
た
り
意
欲

と
希
望
を
持
っ
て
経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に
も
、

地
域
医
療
の
充
実
・
子
育
て
支
援
及
び
防
災
・

減
災
対
策
等
も
強
く
求
め
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
交
流
人
口
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
自
然
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光

振
興
施
策
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
会
は
、
町
村
の
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
社
会
と
輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向

け
、
町
村
長
相
互
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も

の
と
し
、
直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
積
極
果

敢
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
を
は
じ
め
全

国
町
村
会
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
山
積
す

る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

て
活
動
を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
益
々
の
御

健
勝
と
御
活
躍
、
ま
た
地
域
社
会
の
発
展
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます

監　
　

事　

野　

坂　
　
　

充

同 　
　

船　

橋　

茂　

久

同 　
　

樋　

口　

秀　

視

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　
　
　
　
　

　

小
笠
原　

靖　

介

ほ
か 

職
員
一
同

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

管
理
者　

関　
　
　

和　

典

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

会　

長　

関　
　
　

和　

典

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟

青

森

県

支

部

支
部
長　

山　

田　

年　

伸

発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会

青

森

県

支

部

支
部
長　

関　
　
　

和　

典



４

一
．「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
費
」
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
．
車
体
課
税
に
係
る
地
方
税
収

を
確
保
し
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

を
堅
持
す
る
こ
と
。

一
．
幼
児
教
育
無
償
化
の
財
源
確

保
・
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
万

全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
．
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
。

一
．
森
林
環
境
税
関
連
法
案
を
確

実
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
。

一
．
農
林
漁
業
の
振
興
に
よ
る
農

山
漁
村
の
再
生
・
活
性
化
を
図

る
こ
と
。

一
．
田
園
回
帰
の
時
代
を
拓
き
、

都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
。

一
．
農
林
漁
業
者
が
将
来
に
希
望

を
も
て
る
よ
う
、
米
国
と
の
Ｔ

Ａ
Ｇ
協
議
は
毅
然
と
し
た
姿
勢

で
臨
む
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
策
に
万
全
を
期

す
こ
と
。

一
．
参
議
院
の
合
区
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
。

一
．
道
州
制
は
導
入
し
な
い
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
・
国
民
の

安
全
保
障
に
毅
然
と
し
た
姿
勢

で
臨
む
こ
と
。

　

大
会
で
は
、
荒
木
全
国
町
村
会

長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
が
あ
い

さ
つ
し
、「
我
が
国
全
体
が
人
口

減
少
社
会
に
突
入
し
、
こ
の
最
重

要
課
題
に
国
・
地
方
を
あ
げ
て
長

期
に
わ
た
り
真
正
面
か
ら
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち

町
村
長
も
、
地
方
創
生
を
日
本
の

創
生
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
強

い
覚
悟
を
も
っ
て
、
日
々
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
町
村
長
相
互

の
連
携
を
一
層
強
固
な
も
の
と
し
、

直
面
す
る
課
題
、
将
来
に
わ
た
る

困
難
な
課
題
に
積
極
果
敢
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
。」
と
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
や
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
な

ど
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
町

村
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
大
森
彌
氏

が
、
参
加
し
た
町
村
長
等
を
激
励

し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
町
村

行
財
政
を
め
ぐ
る
諸
問
題
解
決
に

向
け
た
十
二
項
目
の
決
議
案
が
満

場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

三
十
五
項
目
の
大
会
要
望
も
一
括

採
択
さ
れ
た
。

　

決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
地
方
創
生
の
更
な
る
推

進
を
図
る
こ
と
。

全国町村長大会

　

全
国
町
村
会
は
十
一
月
二
十
八
日
、
東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
全
国
町
村
長
大
会
を
開
催
し
、
県
内
町
村
長
を
は

じ
め
、
全
国
の
町
村
長
な
ど
約
千
三
百
人
が
出
席
し
た
。



５

自
治
功
労
者
と
し
て
二
名
を
推
薦

す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
自
治
功

労
者
と
し
て
百
八
十
八
名
を
被
表

彰
者
と
す
る
。

○
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

並
び
に
平
成
三
十
年
度
北
東
北
三

県
町
村
長
中
央
研
修
会
及
び
北
東

北
三
県
町
村
長
中
央
交
流
会
の
開

催
に
つ
い
て
＝
懇
談
会
は
十
一
月

二
十
七
日
、
研
修
会
及
び
交
流
会

は
十
一
月
二
十
八
日
全
国
町
村
長

大
会
終
了
後
に
開
催
す
る
。

　

本
会
は
十
月
九
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
第
四
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
関
会
長
を

は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表

彰
規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
推

薦
な
ど
三
件
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

自
治
功
労
者
の
推
薦
等
を
決
定

第
４
回
理
事
会

　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
協
議

会
（
会
長
・
棚
野
北
海
道
町
村
会

長
）
は
、
十
月
十
七
日
、
十
八
日
、

本
県
を
会
場
に
北
海
道
東
北
六
県

町
村
会
会
長
会
議
（
本
県
よ
り
関

会
長
出
席
）
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
会
議
に
先
立
ち
、
本
年

九
月
六
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
り
、
大
規
模
な

被
害
を
受
け
た
北
海
道
町
村
会
に

対
し
、
日
頃
か
ら
強
い
絆
で
連
携

し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
東
北

各
県
の
町
村
会
か
ら
、
見
舞
金
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
大
鰐
町
の
鰐
ｃ
ｏ
ｍ

ｅ
（
ワ
ニ
カ
ム
）
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
秋
に
開
催
す
る
会
議
は
、

そ
の
時
々
の
情
勢
に
応
じ
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
有
識
者
を
交
え
た

意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
協
議

会
及
び
各
道
県
町
村
会
の
活
動
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
本
県

観
光
連
盟
の
高
坂
専
務
理
事
を
講

師
に
迎
え
、「
外
国
人
観
光
客
の

誘
客
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
講
話
い
た
だ
い
た
。

　

東
北
地
方
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
風
評
被
害
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
全
国
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急

増
の
効
果
を
享
受
で
き
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
ま
た
、
北
海
道
に

お
い
て
も
こ
の
度
の
地
震
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
宿
泊
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
多
数
に
及
ぶ
な
ど
、
観
光
需

要
の
回
復
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
活
発
な
意
見
交
換

と
な
っ
た
。

　

翌
日
は
、
西
目
屋
村
の
水
陸
両

用
バ
ス
の
乗
船
と
白
神
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い
、
二
日

間
の
会
議
を
終
え
た
。

北海道東北六県北海道東北六県
町村会協議会町村会協議会
本県で会長会議を開催本県で会長会議を開催

　

十
二
月
二
十
五
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
県
健
康
福

祉
部
の
主
催
に
よ
り
、
医
師
不
足

対
策
に
関
す
る
町
村
長
と
県
健
康

福
祉
部
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
た
。
県
側
か
ら
菊
地
健
康
福
祉

部
長
ほ
か
関
係
職
員
、
本
会
か
ら

関
会
長
を
は
じ
め
、
県
内
全
三
十

町
村
長（
代
理
含
む
）が
出
席
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
菊
地
部
長
か

ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
健
康
福

祉
部
か
ら
本
県
で
の
医
師
不
足
の

状
況
や
、
医
師
不
足
対
策
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後

の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
町
村
長
か
ら
、

医
師
だ
け
で
な
く
看
護
師
等
医
療

従
事
者
の
確
保
の
重
要
性
、
中
核

病
院
で
の
急
性
期
医
療
の
機
能
強

化
に
対
す
る
地
理
的
な
面
を
考
慮

し
た
支
援
、
地
域
医
療
再
編
に
関

し
、
病
院
ご
と
の
必
要
病
床
数
は

各
病
院
の
実
情
を
考
慮
す
る
こ
と

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

町村長から活発な意見交換がなされた

医
師
不
足
対
策
で
意
見
交
換

医
師
不
足
対
策
で
意
見
交
換

町
村
長
と
県
健
康
福
祉
部
の
意
見
交
換
会

町
村
長
と
県
健
康
福
祉
部
の
意
見
交
換
会
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本
会
は
十
月
十
日
、
市
長
会
と

の
連
名
で
、
県
に
対
し
原
子
力
施

設
立
地
振
興
対
策
事
業
助
成
金
の

継
続
に
関
す
る
要
望
を
実
施
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地

域
・
産
業
振
興
財
団
に
お
け
る
同

助
成
金
は
、
原
子
力
施
設
の
立
地

に
伴
う
県
内
市
町
村
の
均
衡
あ
る

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
県
か
ら

の
補
助
金
を
財
源
に
平
成
二
十
六

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
制
度
で
、

今
年
度
が
事
業
期
間
の
最
終
年
度

と
な
っ
て
い
る
。

　

要
望
で
は
、
本
会
の
関
会
長
と
、

県
市
長
会
の
小
野
寺
会
長
が
佐
々

木
副
知
事
に
要
望
書
を
提
出
し
、

本
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
要
望
し

た
。

　

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

原
子
力
施
設
立
地
振
興
対
策
事
業

助
成
金
の
継
続
を
要
望県

市
長
会
と
合
同
で

　公益財団法人むつ小川原地域・産業振興財団における
原子力施設立地振興対策事業助成金は、原子力施設の立
地に伴う県内市町村の均衡ある地域振興を図るため、県
からの補助金を財源に、平成26年度から実施されて参り
ました。
　これまで各市町村では、本制度を活用し、地域特性を
活かした施設整備や基幹産業の育成等に取り組み、地域
振興に大きな成果を上げて参りましたが、今年度が本制
度の最終年度となっております。
　しかしながら、各市町村では住民サービスの維持・向
上や地域活性化などの取り組むべき課題が山積してお
り、今後とも、住民生活の安定及び産業振興等の全県的
な地域振興策を実施していくことは必要不可欠でありま
す。
　このため、県におかれましては、原子力施設の立地を
契機とした県内市町村の均衡ある地域振興を図るため、
立地 ･周辺以外の市町村を対象とした同制度の継続につ
いて、格別の御高配を賜りますよう要望いたします。

原子力施設立地振興対策事業
助成金の継続に関する要望

　

本
会
、
岩
手
県
町
村
会
、
秋
田

県
町
村
会
は
三
者
合
同
に
よ
り
、

十
一
月
二
十
八
日
、
東
京
都
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
各
県
町
村
長
及

び
事
務
局
長
等
八
十
一
人
。

　

研
修
会
で
は
三
県
を
代
表
し
て

本
会
の
関
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
、
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
取
締
役
の
御
厨
貴
氏
が
「
時
局

展
望
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

御
厨
氏
は
、
自
身
が
司
会
を
務

め
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し

た
国
会
議
員
や
政

界
の
主
要
人
物
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

舞
台
裏
に
つ
い
て
、

「
政
党
に
よ
っ
て

上
座
に
座
る
か
下

座
に
座
る
か
異
な

る
」
な
ど
ス
タ
ジ

オ
入
り
で
の
出
演

者
の
立
ち
居
振
る

舞
い
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し

た
ほ
か
、
現
在
の

日
本
の
政
治
に
つ

い
て
、「
政
治
の
問
題

を
考
え
る
と
き
、原
理
・

原
則
に
立
ち
返
っ
て
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
最

近
の
政
治
は
こ
れ
が
失

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

今
年
の
夏
に
エ
ッ
セ
イ

で
、
こ
の
国
の
政
治
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
化
し

た
と
書
い
て
い
る
。
政

治
問
題
は
よ
っ
ぽ
ど
の

こ
と
が
な
い
限
り
取
り

上
げ
ら
れ
な
い
が
、
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
き
は
、

良
い
か
、
悪
い
か
の
ど
ち
ら
か
で

あ
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
書
か

れ
て
い
る
状
況
が
今
の
政
治
で
あ

る
。」
等
と
述
べ
た
。

講師に
御厨氏を迎えて

北東北三県中央研修会

三県を代表してあいさつする関会長

御厨氏が講演
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成30年12月27日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ 33.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ 33. 4.23 宮　　本　　一　　男
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ 33.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ 33.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ 32.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ 34. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ 34. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ 32.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ 34. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ 33. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ 33. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ 32.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ 33. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ 34. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ 34. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ 33. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ 33. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ 33. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ 34. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ 32.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ 34. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ 33.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ 33. 5.28

　

本
会
は
、
十
月
九
日
、
青
森
市

の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
県
市
長

会
、
県
市
町
村
振
興
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
市
町
村
長
等
特
別
研

修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

町
村
長
や
市
町
村
幹
部
職
員
等

七
十
八
人
。

　

研
修
会
で
は
、
関
会
長
の
挨
拶

の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
長
谷

川
幸
洋
氏
が
「
政
治
・
経
済
〜
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
展
望
す
る
〜
」

と
題
し
、
講
演
を
行
っ
た
。

　

長
谷
川
氏
は
、
第
四
次
安
倍
改

造
内
閣
の
発
足
や
自
民
党
役
員
人

事
、
ま
た
諸
外
国
と
の
関
わ
り
や

今
後
の
政
局
の
ゆ
く
え
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

今
後
の
政
局
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
講
演

市
町
村
長
等
特
別
研
修
会
を
開
催研修会には78名が出席

平成30年12月20日現在
（青森県選挙管理委員会ＨＰより抜粋）

平成31年
町村長の任期満了日

町村名 任期満了日

板 柳 町 ４月29日
※選挙期日：4月21日

五　戸　町 ６月26日

野 辺 地 町 10月26日

平 内 町 11月14日

藤 崎 町 11月19日
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農
林
水
産
省

　

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課　

英　
　

大
智

　

八
月
二
十
七
日
か
ら
約
一
カ
月

間
、
青
森
県
深
浦
町
の
株
式
会
社

オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業
の
サ
ー
モ
ン

中
間
養
殖
場
と
株
式
会
社
あ
お
も

り
海
山
の
加
工
セ
ン
タ
ー
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
間
養
殖
場
で
は
、
給
餌
作
業
、

魚
体
測
定
や
生
殖
体
検
査
、
海
面

養
殖
場
へ
輸
送
す
る
た
め
の
分
槽

作
業
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
加

工
セ
ン
タ
ー
で
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
と

サ
ー
モ
ン
の
加
工
を
行
い
ま
し
た
。

両
企
業
は
地
域
に
根
ざ
し
て
お
り
、

社
員
の
方
々
も
深
浦
町
に
住
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
地
元
か
ら
の
信

頼
も
厚
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
将
来
幹
部
職
員
と
し
て
農
林
水
産
行
政
を
担
当
す
る
入
省
後
二
年
目
の
本
省
庁
在
勤
職
員

等
を
、
農
林
水
産
業
の
振
興
及
び
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
努
力
し
て
い
る
農
・
漁
村
へ
派
遣
し
、
農
業
や
漁
業
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
水
産
行
政
担
当
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
村
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
平
成
三
十
年
度
研
修
生
、
英
大
智
氏
、
山
下
葉
月
氏
、
田
中
正
道
氏
、
南
駿
氏
か
ら
、
一
カ
月
の
研

修
を
終
え
、
感
想
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
は
漁
業
の
体

験
が
全
く
な
く
不
安
で
し
た
が
、

深
浦
町
の
皆
様
は
と
て
も
親
切
に

接
し
て
下
さ
り
ま
し
た
。
今
回
経

験
し
た
こ
と
を
糧
に
、
今
後
の
業

務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研

修
で
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の

方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
林
水
産
省

　

経
営
局
就
農
・
女
性
課

女
性
活
躍
推
進
室　

山
下　

葉
月

　

九
月
上
旬
か
ら
一
カ
月
間
、
私

は
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
で
養
豚
・
採

卵
業
を
営
む
長
谷
川
自
然
牧
場
株

式
会
社
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川
自
然
牧
場
で
は
自
家
製
発

酵
飼
料
や
野
菜
残
さ
な
ど
を
エ
サ

に
使
い
、「
自
然
」
の
ま
ま
に
こ

だ
わ
っ
た
育
て
方
で
美
味
し
い
豚

肉
と
卵
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

農水省
職員農村研修中学生の体験牧場

　

本
会
は
十
月
九
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
負
担
金
等
委
員
会

を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
関
会
長

を
は
じ
め
委
員
の
町
村
長
九
人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担

金
等
の
負
担
内
容
を
明
確
化
し
、

町
村
行
財
政
の
安
定
と
効
率
的
運

営
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
法
令
外
負

担
金
規
制
団
体
は
四
十
五
団
体

（
対
前
年
度
比　

増
減
な
し
）
で
、

総
額
八
千
八
百
六
十
七
万
九
千
七

百
八
十
円
の
回
答
が
あ
り
、
審
議

の
結
果
、
平
成
三
十
一
年
度
の
負

担
額
は
、
各
団
体
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
負
担
額
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

ま
た
委
員
会
で
は
、
各
法
令
外

団
体
は
新
た
な
視
点
で
目
的
や
事

業
の
抜
本
的
な
検
討
・
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
各
法

令
外
団
体
に
対
し
、
次
の
事
項
を

申
し
入
れ
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
．
経
費
節
減
や
予
算
に
お
け
る

繰
越
金
等
を
含
め
た
団
体
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
常
日
頃
か

ら
見
直
し
を
し
、
町
村
負
担
金

の
減
額
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本
会
の
決

定
額
を
上
限
と
し
、
事
業
費
等

の
増
額
に
連
動
し
町
村
負
担
総

額
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
等
の
減
少
に

伴
い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額

し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基

準
と
す
る
数
値
が
減
少
し
た
場

合
は
、
現
行
の
町
村
負
担
金
を

維
持
す
る
た
め
、
賦
課
基
準
の

単
価
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務

運
営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

平
成
三
十
一
年
度
法
令
外
負
担
金
を
審
査

平
成
三
十
一
年
度
法
令
外
負
担
金
を
審
査

負
担
金
等
委
員
会

負
担
金
等
委
員
会

45団体の次年度負担金を審査

青
森
の
魅
力
を
実
感
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を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
柏
崎
青
果
は

ま
さ
に
農
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

り
、
一
カ
月
間
の
研
修
で
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
来
な
ら
ば
規
格
外
等
の
理

由
で
廃
棄
し
て
し
ま
う
も
の
に
手

を
加
え
、
新
た
な
商
品
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
、
経
営
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
る
こ
と
は
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
カ

月
間
、
柏
崎
青
果
、
そ
し
て
お
い

ら
せ
町
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

よ
う
な
育
て
方
の
根
底
に
は
ご
夫

婦
の
「
安
心
安
全
な
豚
肉
・
卵
を

届
け
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
り
、
そ
の
思
い
が
体
験
牧
場
で

子
ど
も
た
ち
に
「
命
を
い
た
だ
く

こ
と
」
を
伝
え
る
食
育
活
動
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
命
に
通
じ

る
「
食
」
を
扱
う
農
林
水
産
省
の

職
員
と
し
て
、
今
回
の
研
修
は
仕

事
の
根
本
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

本
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

農
林
水
産
省　

　

政
策
統
括
官
付
総
務
・

　
　

経
営
安
定
対
策
参
事
官
付

田
中　

正
道

　

私
は
九
月
初
め
か
ら
一
カ
月
間
、

お
い
ら
せ
町
の
有
限
会
社
柏
崎
青

果
に
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

柏
崎
青
果
は
、
六
次
産
業
化
し

て
い
る
農
業
経
営
体
で
、
海
外
へ

の
輸
出
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
力
商
品
は
、
に
ん
に
く
、
長

芋
、
ご
ぼ
う
で
、
な
か
で
も
、
に

ん
に
く
を
加
工
（
熟
成
）
し
た

「
黒
に
ん
に
く
」
が
看
板
商
品
で

す
。
今
年
の
八
月
に
は
に
ん
に
く

農
林
水
産
省

　

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

研
究
推
進
課　

南　
　
　

駿

　

私
は
、
八
月
十
六
日
か
ら
九
月

十
四
日
の
三
十
日
間
、
青
森
県
上

北
郡
東
北
町
に
あ
る
「
東
北
農
事

組
合
法
人
」
様
で
研
修
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

東
北
農
事
組
合
法
人
は
、
主
力

で
あ
る
大
根
に
加
え
、
長
芋
、
ご

ぼ
う
、
に
ん
に
く
、
昨
年
か
ら
は

タ
マ
ネ
ギ
も
手
が
け
、
県
内
で
も

い
ち
早
く
六
次
産
業
化
に
取
り
組

む
な
ど
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
る
法
人
で
し
た
。
そ
こ

で
私
は
、
大
根
の
収
穫
か
ら
出
荷
、

黒
ニ
ン
ニ
ク
の
皮
剥
か
ら
出
荷
の

作
業
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
学
生
時
代
を
含
め
本
格
的

な
農
作
業
を
経
験
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
身
を
も
っ

て
現
場
を
知
る
貴
重
な
時
間
で
あ

り
、
ま
た
、
生
産
資
材
、
外
国
人

実
習
生
な
ど
の
農
業
経
営
が
抱
え

る
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
見
識
を

深
め
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
研
修
の
経
験
・
知
見
と
、

そ
れ
を
与
え
て
く
れ
た
研
修
先
の

皆
様
と
の
御
縁
を
大
切
に
し
、
日

本
の
農
業
を
よ
り
良
く
し
て
い
け

る
よ
う
、
業
務
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の
決
算
を
認
定

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

十
月
二
十
三
日
、
青
森
市
の
県
共

同
ビ
ル
で
第
二
回
組
合
議
会
定
例

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
関
管

理
者
を
は
じ
め
議
員
等
の
市
町
村

長
九
人
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
四
件
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承

認
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
九
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

を
求
め
る
の
件
＝
歳
入
総
額
七
億

九
千
八
十
五
万
四
千
余
円
に
対
し

て
歳
出
総
額
七
億
七
千
六
百
二
十

四
万
三
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
一
千
四
百
六
十
一
万
余
円
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
九
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

市
町
村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

の
件
＝
歳
入
総
額
九
千
六
百
四
十

六
万
七
千
余
円
に
対
し
て
歳
出
総

額
八
千
四
百
七
十
三
万
余
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
一
千
百
七
十
三

万
六
千
余
円
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
三
十
年
度

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正

第
一
号
）
案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七

百
十
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
億
七
千
六
百
六
十
五
万

千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
九
年

度
組
合
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
特

別
会
計
予
算
（
補
正
第
一
号
）
案

＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
お
い

て
、
市
町
村
税
滞
納
整
理
負
担
金

の
収
納
実
績
を
踏
ま
え
、
前
年
度

繰
越
金
を
負
担
金
に
充
て
る
も
の

と
す
る
。

受入先の㈲柏崎青果の柏崎進一氏と記念撮影
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村
で
は
、
ホ
タ
テ
養
殖
を
中
心

に
漁
業
が
営
ま
れ
て
お
り
、
村
の

経
済
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
分
ホ
タ
テ
ガ
イ
残
さ
の

処
理
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
村
外
の

焼
却
施
設
で
残
さ
処
理
を
行
っ
て

い
た
た
め
、
労
働
時
間
の
延
長
と

処
理
費
用
が
漁
業
経
営
の
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

村
内
に
「
蓬
田
村
ホ
タ
テ
ガ
イ
養

殖
残
渣
堆
肥
化
処
理
施
設
」
を
建

設
し
ま
し
た
。

　

残
さ
堆
肥
化
処
理
施
設
は
、
国

の
産
地
水
産
強
化
支
援
事
業
施
設

整
備
支
援
事
業
に
よ
り
整
備
を
進

め
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
に

稼
働
し
ま
し
た
。
本
施
設
は
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
残
さ
と
副
資
材
の
鶏
ふ

ん
・
も
み
殻
及
び
も
ど
し
資
材（
一

度
原
料
を
混
合
・
送
気
し
た
も
の
）

を
混
合
し
た
後
、
各
発
酵
槽
に
送

り
、
送
気
及
び
か
き
混
ぜ
な
が
ら

発
酵
処
理
を
行
っ
て
良
質
な
堆
肥

を
製
造
す
る
施
設
で
、
北
海
道
の

ば
ん
け
い
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
処
理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

本
施
設
で
製
造
さ
れ
た
堆
肥
の

原
料
は
、
す
べ
て
村
の
未
利
用
の

資
源
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
さ

を
利
用
し
た
堆
肥
化
は
県
内
自
治

体
で
は
初
め
て
の
試
み
で
、
他
自

治
体
も
注
目
す
る
施
設
と
な
り
ま

し
た
。
村
内
に
施
設
が
建
設
さ
れ

た
こ
と
で
、
漁
業
者
の
労
力
や
費

用
の
大
幅
な
軽
減
に
加
え
、
出
来

上
が
っ
た
堆
肥
は
農
家
に
無
償
配

残
さ
堆
肥
化
処
理
施
設
の

建
設

残
さ
堆
肥
で経

済
の
活
性
化

ま

ち
づくりへ

の

東津軽郡

蓬
よもぎた

田村
むら

地
域
循
環
型
の
資
源
利
用

　

ホ
タ
テ
ガ
イ
残
さ
を
堆
肥
に
し
た玉

ね
ぎ
栽
培　

新
た
な
よ
も
ぎ
た
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
！

　

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
が
盛
ん
な
蓬
田
村
。
こ
れ
ま
で
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

残
さ
処
理
に
課
題
を
残
し
て
い
ま
し
た
が
、
産
学
官
連
携
の
新
た
な

試
み
で
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
残
さ
を
堆
肥
と
し
た
玉
ね
ぎ
栽
培
に
着

手
し
ま
し
た
。

ホタテガイ残さ堆肥を活用し、玉ねぎのブランド化を目指す

残さ堆肥化処理施設
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布
さ
れ
土
壌
改
良
材
と
し
て
利
用

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
循
環
型
の
処

理
方
法
の
構
築
は
、
農
漁
業
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
農
業
振
興

や
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
の
農
漁
業
者
が
結

成
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
よ
も
ぎ
た
」
で
は
、
海
の

ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、
葉
も
の
野
菜

が
育
つ
ホ
タ
テ
ガ
イ
残
さ
堆
肥
の

良
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
本
施
設
で
製
造
し
た
堆

肥
の
提
供
を
受
け
、
村
民
以
外
に

も
無
償
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
家

庭
菜
園
を
し
て
い
る
人
な
ど
を
中

心
に
県
内
各
地
か
ら
二
千
人
が
訪

れ
、
予
定
よ
り
約
二
ヶ
月
早
く
配

布
が
終
了
と
な
り
、
予
想
を
上
回

る
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
残
さ
堆
肥

を
活
用
し
た
野
菜
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
村
の
冷
涼
な
気
象

条
件
が
好
ま
し
い
こ
と
、
年
間
を

通
し
て
需
要
が
あ
り
、
水
田
ほ
場

と
の
相
性
が
よ
く
露
地
野
菜
で
は

高
収
益
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら

玉
ね
ぎ
を
選
定
。
平
成
二
十
八
年

度
に
蓬
田
た
ま
ね
ぎ
生
産
組
合
・

弘
前
大
学
・
蓬
田
村
の
産
学
官
三

団
体
が
連
携
し
、
玉
ね
ぎ
の
試
験

栽
培
を
行
い
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
の
報
告
に
よ
る
と
ホ

タ
テ
ガ
イ
残
さ
堆
肥
を
使
用
し
た

効
果
は
明
確
に
表
れ
、
茎
葉
の
生

育
の
違
い
が
遠
く
か
ら
で
も
は
っ

き
り
と
判
別
で
き
る
ほ
ど
で
、
品

質
や
収
量
で
も
効
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
地
力
ア
ッ
プ
や
土

壌
改
善
な
ど
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
残
さ
堆
肥
を
玉
ね
ぎ
栽
培
に

積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
験
栽
培
を
始
め
た
平
成
二
十

八
年
度
は
、
生
産
者
三
名
で
た
ま

ね
ぎ
生
産
組
合
を
発
足
し
、
休
耕

田
百
二
十
ア
ー
ル
に
玉
ね
ぎ
の
作

付
を
行
い
ま
し
た
。
総
収
量
は
約

十
六
ト
ン
と
な
り
県
内
の
小
売
店

に
出
荷
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
九

年
度
に
は
、
生
産
者
が
八
名
、
作

付
面
積
も
百
八
十
ア
ー
ル
増
加
の

三
百
ア
ー
ル
と
な
り
、
総
収
量
は

約
五
十
ト
ン
に
上
り
ま
し
た
。
平

成
三
十
年
度
の
収
穫
で
は
生
産
者

が
十
一
人
、
作
付
面
積
二
百
四
十

二
ア
ー
ル
、
収
量
は
三
十
一
ト
ン

と
な
る
見
込
み
で
す
。
平
成
三
十

一
年
産
か
ら
は
、
生
産
者
も
さ
ら

に
増
え
る
予
定
で
、
春
植
え
以
外

に
も
秋
植
え
栽
培
に
も
取
り
組
み
、

新
た
な
水
田
転
作
作
物
と
し
て
生

産
拡
大
に
向
け
た
計
画
を
し
て
い

ま
す
。

　

玉
ね
ぎ
は
加
工
、
業
務
用
と
し

て
も
用
途
が
広
く
、
ト
マ
ト
な
ど

他
品
目
の
野
菜
や
鶏
な
ど
畜
産
品
、

さ
ら
に
は
魚
介
類
と
の
相
性
が
良

い
こ
と
か
ら
、
消
費
量
が
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

安
定
し
た
収
量
と
品
質
の
確
保
に

向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
村
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト

に
次
ぐ
村
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は

高
収
益
な
生
産
構
造
を
創
る
と
と

も
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
残
さ
堆
肥
に

合
う
作
物
を
選
定
し
、
今
後
も
農

家
の
経
営
安
定
化
に
つ
な
が
る
施

策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

※
ホ
タ
テ
ガ
イ
残
さ
堆
肥
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
蓬
田
村
役
場

産
業
振
興
課
【
０
１
７
４
―
２
７

―
２
１
１
１
】ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

残さ堆肥化処理施設で良質な堆肥を製造

残さ堆肥の効果が一目瞭然（上が堆肥使用、下が不使用）
※弘前大学の成果報告書より

玉
ね
ぎ
栽
培
で産

学
官
連
携

新
た
な
試
み
で
の
成
果

今
後
の
展
開
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町 村 ト ピ ッ ク ス

第
25
回
グ
ル
メ
in
ふ
か
う
ら

寒
い
日
は
や
っ
ぱ
り
鍋
料
理
！

　雪原をスノーシューで踏み固めて描
くスノーアート。第一人者の英国人サ
イモン・ベックさんから技術継承を受
けた地元グループ「スノーアーティス
ト集団It's OK.」が制作します。好評
の夜間ライトアップや、冬を楽しむ体
験コンテンツも実施します。
○日時：２月８日（金）～11日（月・祝）
○場所：道の駅いなかだて「弥生の里」

南津軽郡

い
な
か
だ
て
む
ら

田
舎
館
村

冬
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

西津軽郡

ふ
か
う
ら
ま
ち

深
浦
町

　道の駅いまべつ半島ぷらざアスクル
では、期間限定（３月31日まで）で鍋メ
ニューが提供されています。
　しょうゆだれで味付けされ、町の特
産品いまべつ牛と新鮮野菜を使用した
絶品の一品「奥津軽べこ鍋定食」（写真）
と、噛めば噛むほどいのしし肉の旨み
が口の中に広がる「ぼたん鍋定食」です。
　締めに入れるもずくうどんは、もちも
ち食感がやみつきになります。
　冷えた体を温めてくれる鍋料理。冬
の季節にぜひ一度ご賞味ください。

東津軽郡

い
ま
べ
つ
ま
ち

今
別
町

　村の農畜産物や加工品などの特産品販
売所“六旬館（ろくしゅんかん）”が開館
しました。新鮮な農海産物や加工品など
を中心とした特産品販売コーナーや手打
ちそばの見学、地元の特産品を使用した
料理を堪能できる軽食コーナー、赤ちゃ
んやお子様を連れたご家族にうれしい多
目的休憩所やキッズ・授乳コーナーが完
備されています。皆さんお誘い合わせの
上、ぜひご来館ください。
○営業時間：９：00～ 18：00
　（季節により時間を変更する場合あり）
○休 館 日：12月31日、１月１日
　（臨時休業日を設ける場合あり）

上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

六
ヶ
所
村
特
産
品
販
売
所

〝
六
旬
館
〞

問い合わせ先　一般社団法人　深浦町観光協会
　　　　　　　TEL 0173-74-3320

問い合わせ先　田舎館村役場　企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-58-2111

問い合わせ先　一般社団法人　六ヶ所村観光協会
　　　　　　　TEL 0175-71-3115

問い合わせ先　道の駅いまべつ半島ぷらざアスクル
　　　　　　　TEL 0174-31-5200

　真冬の日本海で水揚げされた鮮度抜
群の食材の数々と地酒を堪能できるイ
ベント。特産品や旅館・ホテルの無料
宿泊券が当たるお楽しみ抽選会や趣向
を凝らしたアトラクションもご期待下
さい。
　開催日・料金は各宿泊施設により異
なりますので、詳しくは深浦町観光協
会へお問い合わせ下さい。

ろ
く
し
ゅ
ん
か
ん
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　本州四端（よんたん）とは、本州の
四方位の最端の地である岩手県宮古市 
魹ヶ崎（とどがさき）、山口県下関市 
毘沙ノ鼻（びしゃのはな）、和歌山県
串本町 潮岬（しものみさき）、青森県
大間町 大間崎（おおまざき）のこと
です。すべてを訪れた方に、本州四端
踏破証明書を交付し、記念品を贈呈し
ています。
　ご家族、お友達とご一緒に本州四端
踏破にチャレンジしてみませんか？

下北郡

お
お
ま
ま
ち

大
間
町

ご
存
知
で
す
か
？

本
州
四
端
ラ
リ
ー

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

　新郷村の冬の代名詞とも言える「し
んごうホワイトイルミネーション」が
今年も開催されています。金ケ沢農村
公園一帯としんごう保育園前のエン
ジェルロードには、数万個の色とりど
りのＬＥＤ電球が灯され、村の夜を鮮
やかに彩っています。静寂のなか光の
共演が織りなす幻想的な世界をお楽し
みください！
点灯期間：１月27日（日）まで
点灯時間：日没～ 22時まで

三戸郡

し
ん
ご
う
む
ら

新
郷
村

し
ん
ご
う
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
中
！

は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ
〜
ば

〜
「
ハ
マ
」の
魅
力
あ
ふ
れ
る
施
設
〜

問い合わせ先　大間町役場　企画経営課
　　　　　　　TEL 0175-37-2504

　昨年５月にオープンした、はしかみハ
マの駅あるでぃ～ば。地元漁業者が仕入
れた新鮮な魚介が安く手に入ると話題！
レストラン「Ｍａｒ」では、太平洋を眺
めながら、新鮮な魚介や旬の食材を用い
た料理をお楽しみいただけます。「ハマ」
の魅力あふれるこの施設、皆様のご来店
をお待ちしております。
○所 在 地：階上町大字道仏字大蛇203-208
○営業時間
　【通常】９時～18時
　（レストラン　11時～17時　L.O　16時30分）
　【冬季】（12月1日～３月31日）10時～17時
　（レストラン　11時～16時　L.O　15時30分）
○定 休 日：毎週月曜日、12月31日～１月４日

問い合わせ先　はしかみハマの駅あるでぃ～ば
　　　　　　　TEL 0178-37-3166

問い合わせ先　新郷むらづくり実行委員会
　　　　　　　（新郷村役場　企画グループ内）
　　　　　　　TEL 0178-78-2111

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組 
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１ 
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー 
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記 
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

マ　ー　ル



14

いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課〔共済事業〕　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　43％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスが自動付帯

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自 損 事 故 　   1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自 損 事 故 　   
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

本
会
Ｈ
Ｐ
に

動
画
を
掲
載
中

　

本
会
で
は
、
県
内
三
十
町
村
の

情
報
を
首
都
圏
へ
発
信
す
る
テ
レ

ビ
番
組
「
梅
沢
富
美
男
の
あ
お
も

り
ま
ち
・
む
ら
情
報
局
」
を
企
画

し
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｍ
Ｘ
で
平
成

三
十
年
三
月
か
ら
五
回
に
わ
た
っ

て
放
送
し
ま
し
た
。
梅
沢
富
美
男

氏
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
兼
Ｐ
Ｒ

局
長
と
し
て
出
演
し
、
特
産
品
や

イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

各
町
村
い
ち
押
し
の
デ
ィ
ー
プ
な

魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
さ
れ
た
番
組
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
！

h
ttp

:/
/
w
w
w
.a
o
m
o
ri-

chousonkai.jp/

「
梅
沢
富
美
男
の

あ
お
も
り
ま
ち
・

む
ら
情
報
局
」

　本会では、県内の町村が行政上の諸問題解
決のため弁護士へ相談した場合の費用を助成
しておりますので、積極的なご活用をお願い
します。
■助成金額：法律相談料として町村が支出し
た実費額で、助成回数及び助成金額に制限
はありません。

■申請方法：別に定める法律相談費用助成金
交付申請書及び関係書類を本会へ提出願い
ます。

■問合せ先：詳しくは本会総務課（電話：
017-723-1331）までお問い合わせ下さい。

法律相談費用に対する　　　　
助成事業をぜひご活用ください
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口・6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

本
会
は
、
九
月
二
十
九
日
か
ら

十
二
月
十
六
日
ま
で
の
七
十
九
日

間
、
東
京
・
神
楽
坂
の
「
北
の
プ

レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
館
」
に
お
い
て
、

本
県
三
十
町
村
の
魅
力
と
情
報
を

発
信
す
る
〝
青
森
ま
ち
・
む
ら
ま

る
っ
と
！
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
〞

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
九
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
関
会
長
及

び
貝
守
青
森
県
東
京
事
務
所
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
と
主
催
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ア
期
間
中

は
、
市
川
竹
瑛
氏
に
よ
る
津
軽
三

味
線
演
奏
や
ネ
ブ
タ
ば
や
し
ラ
イ

ブ
演
奏
、
エ
リ
ア
ご
と
の
セ
ー
ル

や
福
引
き
大
会
を
開
催
し
フ
ェ
ア

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

各
町
村
イ
チ
押
し
の
特
産
品
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
店
内
で
は
、
黒

ニ
ン
ニ
ク
や
み
ょ
う
が
ピ
ク
ル
ス
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
や
日
本

酒
な
ど
の
試
食
・
試
飲
も
行
わ
れ
、

大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

町
村
選
り
す
ぐ
り
の
物
産
を
販
売

〝
青
森
ま
ち
・
む
ら
ま
る
っ
と
！

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
〞

東
京
・
神
楽
坂
で
開
催

関会長（左から 3人目）ら関係者がテー
プカット

特産品がずらりと並んだ店内
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随 想
第40話

冨
とみ

岡
おか

　　宏
ひろし

プロフィール
村教育委員会事務局副参事。
現在１期目、56歳。

風間浦村長

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
州
最
北
の
村「
風
間
浦
村
」

は
、
下
北
半
島
の
北
西
部
に
位
置

し
、
東
部
と
南
部
は
む
つ
市
大
畑

町
に
隣
接
、
西
部
は
大
間
町
、
北

部
は
津
軽
海
峡
に
面
す
る
、
自
然

豊
か
な
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
漁
業

と
観
光
を
主
な
産
業
と
す
る
小
さ

な
村
で
す
。

　

明
治
二
十
二
年
に
、下
風
呂
村
・

易
国
間
村
・
蛇
浦
村
の
三
村
が
合

併
し
風
間
浦
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
・
平
成
の
合
併
も

な
く
、
来
年
度
に
は
村
制
施
行
百

三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昭
和
三
十
年
代
前
半
に
五
千
人

ほ
ど
あ
っ
た
人
口
は
、
平
成
三
十

年
に
は
、
二
千
人
を
切
る
状
況
と

な
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
進
行
が
著
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
五
十
六
年
、
地
元

の
高
校
を
卒
業
後
風
間
浦
村
に
採

用
と
な
り
、
平
成
二
十
九
年
一
月

ま
で
、
三
十
六
年
間
職
員
と
し
て

地
方
自
治
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
様
々
な
部
門
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
通

算
二
十
年
余
り
は
財
政
担
当
と
し

て
村
の
台
所
を
預
か
っ
て
き
ま
し

た
。
財
政
担
当
時
代
は
、
地
方
交

付
税
が
大
幅
な
増
と
な
っ
た
バ
ブ

ル
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
三
位
一
体
改
革
や
平
成

の
合
併
推
進
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
減
等
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
連
続
で
し
た
。
特
に
村
の
未

来
を
大
き
く
左
右
す
る
、
む
つ
市

を
中
心
と
し
た
大
合
併
か
ら
の
離

脱
、
大
間
町
・
佐
井
村
と
の
合
併

協
議
等
を
経
て
、
当
村
は
住
民
投

票
に
よ
っ
て
村
単
独
の
道
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
、
財
政
担
当
と

し
て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
前
村
長
の
急
逝
に
よ

り
、
平
成
二
十
九
年
二
月
に
第
十

四
代
風
間
浦
村
長
に
就
任
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

風
間
浦
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
は
、
十
数
年
前
か
ら
磯
焼
け

現
象
等
に
よ
り
昆
布
を
は
じ
め
海

藻
類
の
繁
茂
が
き
び
し
く
、
そ
れ

に
伴
い
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
の
生
育
環

境
が
悪
化
し
、
ウ
ニ
の
実
入
り
が

悪
く
、
根
付
漁
業
に
よ
る
水
揚
げ

は
大
き
く
減
少
し
、
さ
ら
に
主
力

魚
種
の
ス
ル
メ
イ
カ
が
こ
こ
数
年

極
端
な
不
漁
と
な
っ
て
お
り
、
漁

家
収
入
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。
村
で
は
、
水
産
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
事
業
を
活
用
し
、
数
年

前
か
ら
磯
焼
け
現
象
の
原
因
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ウ
ニ
の
適
正
管
理
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果

は
一
朝
一
夕
に
現
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
平
成
三

十
年
度
か
ら
は
、
山
村
活
性
化
支

援
交
付
金
を
活
用
し
、
餌
と
な
る

昆
布
の
養
殖
と
ウ
ニ
の
畜
養（
か

ご
養
殖
）
試
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ウ
ニ
の
通
年

生
産
を
確
立
し
漁
家
収
入
の
安
定

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
、

観
光
ウ
ニ
園
を
開
設
し
、
体
験
型

観
光
に
よ
る
誘
客
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

磯
焼
け
現
象
の
原
因
の
ひ
と
つ

と
さ
れ
る
ウ
ニ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
海
藻
類
を
は
じ
め
と
す

る
磯
資
源
の
復
活
・
ウ
ニ
の
畜
養

に
よ
る
漁
家
収
入
の
安
定
・
観
光

ウ
ニ
園
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
と

一
石
三
鳥
を
企
て
る
欲
張
り
な
計

画
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
基
幹
産
業
で
あ

る
観
光
は
、
大
震
災
以
降
下
風
呂

温
泉
の
宿
泊
客
が
急
激
に
落
ち
込

み
休
業
や
廃
業
と

な
っ
た
旅
館
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
は
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
回
復
傾

向
が
見
う
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
村
で
は
、

温
泉
街
全
体
の
活
性

化
を
目
指
し
、
老
朽

化
が
著
し
い
二
つ
の
大
衆
浴
場
を

統
合
し
、
新
浴
舎
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
に
合
わ
せ
た
二
〇
二
〇
年

の
開
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
風

間
浦
鮟
鱇
は
、
今
が
ま
さ
に
旬
で

す
。
鮟
鱇
は
捨
て
る
と
こ
ろ
は
骨

だ
け
と
い
わ
れ
る
食
材
で
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
き
た
ま
ま
水

揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
風
間
浦
鮟
鱇

は
、
お
刺
身
も
美
味
で
す
。
冬
の

下
風
呂
温
泉
と
風
間
浦
鮟
鱇
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

冬
の
下
風
呂
温
泉
と

風
間
浦
鮟あ

ん

鱇こ
う

風間浦鮟鱇風間浦鮟鱇フルコース膳


